
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

史料紹介 : 石本家文書「天草取片付之心得書」（天
保八年）

楠本, 美智子

https://doi.org/10.15017/1559846

出版情報：九州文化史研究所紀要. 42/43, pp.143-171, 1999-03-31. Research Institute Cultural
History, Kyushu University
バージョン：
権利関係：



石
本
家
文
書
史
料
紹
介
「
天
草
取
片
付
之
心
得
書
」
（
天
保
八
年
）

九
州
文
化
史
研
究
所
で
は
昭
和
二
六
年
か
ら
―
―
―
一
年
に
か
け
て
天
草
の
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
（
当
時
の
九
州
文
化
史
研
究
所

の
関
係
教
官
が
文
部
省
科
学
研
究
費
を
得
て
昭
和
二
六
・
ニ
七
年
度
に
「
天
草
諸
島
の
史
的
研
究
」
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
『
九
州
文

化
史
研
究
所
紀
要
』
二
号
・
三
四
合
併
号
に
載
せ
て
い
る
）
。
こ
の
縁
で
そ
の
後
、
石
本
家
文
書
が
九
州
文
化
史
研
究
所
に
寄
贈
さ
れ

た
。
当
文
書
の
量
は
膨
大
で
史
料
整
理
が
ま
ま
な
ら
ず
、
各
方
面
か
ら
（
と
く
に
薩
琉
球
関
係
の
研
究
者
）
か
ら
史
料
閲
覧
の
要
望
が

あ
っ
て
い
た
が
、
よ
う
や
く
本
格
的
に
整
理
を
開
始
す
る
に
至
っ
た
。
史
料
整
理
の
進
捗
に
あ
た
り
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
石
本
家
の
経

営
内
容
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
分
か
っ
た
範
囲
で
少
し
ず
つ
で
も
公
に
す
る
こ
と
が
、
史
料
整
理
上
に
も
役
に
立
つ

と
思
い
、
こ
こ
に
―
つ
の
史
料
を
紹
介
す
る
。

史
料
紹
介
に
先
立
ち
天
草
並
び
に
石
本
家
の
経
営
の
概
略
を
の
べ
て
お
こ
う
。

は
じ
め
に 「

天
草
取
片
付
之
心
得
書
」

石
本
家
文
書

（
天
保
八
年
）

楠

本

美

智

子

-143-



天
草
郡
の
石
高
は
「
旧
高
旧
領
取
調
帳
」
に
よ
る
と
九
一
村
で
、
社
寺
領
併
せ
て
二
万
五
六
八
一
、

0
五
一
七
石
で
あ
る
。
享
保
三

年
の
人
口
六
万
五

0
0
0人
程
、
寛
政
に
は
一
―
万
―

!
0
0
0
人
（
文
政
八
年
に
は
田
畑
三
三
四
一
一
町
町
で
戸
数
一
一
万
戸
）
で
「
所
不
相

応
之
多
人
数
之
場
所
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

れ
て
い
る
。

と
な
り
、

天
草
支
配
の
変
遷

天
草
が
天
餌
と
な
っ
た
の
は
島
原
の
乱
後
の
寛
永
一
八
年
（
一
六
四
一
）
九
月
、
初
代
天
草
代
官
は
鈴
木
重
成
で
あ
っ
た
。
寛
文
四

一
年
一
＿
一
月
再
び
天
領
と
な
り
、
天
草
代
官
と
し
て
寛
文
五
年
に

H
田
周
辺
の
百
姓

騒
動
の
結
果
日
田
代
官
を
改
易
さ
れ
た
小
川
藤
左
衛
門
が
赴
任
、
寛
文
―
―
一
年
天
＂
早
郡
の
う
ち
砥
岐
組
ニ
―

1
0
0
石
が
島
原
藩
預
か
り

-
1

年
後
の
延
宝
―
―
一
年
に
砥
岐
組
に
替
わ
っ
て
大
矢
野
組
二
六

0
0
石
が
島
原
藩
預
か
り
と
な
っ
た
。
や
が
て
元
禄
元
年
（
一

六
八
八
）
に
大
矢
野
組
も
天
草
代
官
支
配
下
に
置
か
れ
た
が
、
享
保
五
年
(
-
七
二

0
)
六
月
、
天
草
郡
―
一
万
七

0
0
石
が
島
原
藩
預

か
り
と
な
っ
た
。
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
に
は
日
田
代
官
支
配
下
に
編
入
さ
れ
た
が
、
天
明
―
―
一
年
（
一
じ
八
―
-
）
八
月
、
天
草
郡
二

万
三
二

0
0
石
が
ま
た
島
原
藩
預
か
り
と
な
り
、
文
化
一

0
年
(
-
八
ニ
―
-
）
-
―
月
島
原
藩
預
か
り
が
解
除
さ
れ
、
以
後
長
崎
代
官
'
2
向

木
作
右
衛
門
当
分
預
か
り
に
、
さ
ら
に
文
政
一
＿
一
年
(
-
八
―

•
O
)同
代
官
支
配
所
と
な
っ
た
。
以
後
は
長
崎
代
官
支
配
で
あ
る
が
、
天

保
三
年
(
-
八
三
―
-
）
三
月
四
日
か
ら
七
月
―
一
日
ま
で
、
さ
ら
に
弘
化
四
年
(
-
八
四
七
）
五
月
―
―
―
―
日
よ
り
文
久
尤
年
(
-
八
六

-
）
ま
で
が
日
田
郡
代
支
配
に
、
文
久
二
年
当
初
は
長
崎
代
官
支
配
と
な
る
が
同
年
四
月
二
八
日
よ
り
ま
た
日
田
郡
代
支
配
と
幕
末
は

支
配
が
め
ま
ぐ
る
し
く
替
わ
る
。

以
上
の
よ
う
な
管
轄
の
変
遷
を
踏
ま
え
て
、
石
本
家
の
経
営
を
み
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
文
化
―
一
年
の
五
代
勝
之
丞
の
御

領
村
か
ら
の
所
払
い
は
文
化
四
年
の
巾
件
の
処
分
で
あ
り
、
処
分
は
島
原
藩
預
か
り
か
ら
長
崎
代
官
支
配
へ
と
替
わ
っ
た
時
点
で
出
さ

年
（
一
六
六
四
）
富
岡
藩
が
置
か
れ
る
が
、
寛
文

石
本
家
文
畠
史
料
紹
介
「
天
草
取
片
付
之
心
得
書
」
（
天
保
八
年
）
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石
本
家
文
書
史
料
紹
介
「
天
草
取
片
付
之
心
得
書
」
（
天
保
八
年

文
化
元
年
五
代
勝
之
丞
（
の
ち
平
兵
衛
、
隠
居
後
静
馬
）
が
相
続
す
る
が
、
同
七
年
弟
平
八
郎
を
分
家
し
た
。
し
か
し
そ
の
時
点
で

財
産
分
与
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
文
化
―
一
年
八
月
、
文
化
四
年
に
所
持
銭
一

0
0貫
文
盗
難
一
件
の
取
り
計
ら
い
が
不
届
き
と
い
う

こ
と
で
所
払
い
と
な
り
、
勝
之
丞
が
御
領
村
か
ら
佐
伊
津
村
へ
引
越
し
、
そ
の
後
六
代
勝
之
丞
に
家
督
を
譲
っ
た
後
、

配
極
之
事
」
が
出
さ
れ
て
い
る
。
同
年
「
本
家
者
取
畳
同
様
取
斗
店
江
引
入
万
事
も
の
入
節
減
少
之
仕
法
申
談
候
得
共
、
臨
時
入
用
多

商
売
向
ハ
不
廻
り
二
而
一
体
積
り
違
出
来
候
二
付
、
平
八
郎
全
快
迄
商
売
向
一
切
指
止
相
当
之
暮
方
い
た
し
候
」
と
あ
る
よ
う
な
家
政

状
況
の
悪
化
か
ら
「
家
費
積
減
録
」
が
作
成
さ
れ
、
手
代
等
使
用
人
の
削
減
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
後
、
文
政
期
に
入
っ
て
長
崎
に
お
い
て
の
交
易
に
活
路
を
見
い
だ
す
様
に
な
る
。
そ
の
前
提
と
し
て
寛
政
年
間
に
、
天
草
石
本

家
は
長
崎
石
本
家
と
本
末
関
係
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
あ
っ
て
い
る
。
大
村
要
子
氏
に
よ
れ
ば
、
文
化
一
五
年
に
は
平
戸
町
大
村
町
の

還
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

イ
石
本
家
の
概
略
と
経
営

石
本
家
の
概
略

石
本
家
の
経
営
の
第
一
は
地
主
経
営
に
あ
る
。
当
家
の
土
地
集
積
に
つ
い
て
篠
藤
光
行
氏
は
明
和
期
か
ら
文
政
期
に
か
け
て
天
草
全

島
に
か
け
て
土
地
集
積
し
た
と
い
い
、
服
藤
弘
司
氏
は
田
畑
證
文
の
残
存
状
況
か
ら
天
明
以
降
に
集
積
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
そ
う
し

た
な
か
で
、
天
明
二
年
一
九
文
銭
二
四
六
貫
―
ニ
―

-
0匁
で
も
っ
て
一
丁
田
組
益
田
村
庄
屋
株
・
田
畑
山
野
を
譲
り
請
け
、
益
田
村
庄
屋

役
は
市
瀬
村
庄
屋
本
田
諸
兵
衛
に
兼
務
さ
せ
、
田
畑
か
ら
は
小
作
料
を
納
入
さ
せ
た
。
こ
れ
は
後
に
出
さ
れ
た
百
姓
相
続
方
仕
法
で
返

て
お
り
、
石
高
制
に
対
応
し
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。

天
草
郡
は
寛
永
一
八
年
八
六
村
を
一

0
組
（
志
岐
•
井
手
・
御
領
・
本
戸
・
栖
本
・
教
良
木
・
砥
岐
・
久
玉
・
一
町
田
・
大
江
）
に

分
け
、
組
に
一
人
の
大
庄
屋
を
置
い
た
。
そ
の
後
の
大
庄
屋
の
交
代
は
少
な
い
。
ま
た
天
草
地
方
で
は
畑
・
屋
敷
地
は
蒔
で
計
上
さ
れ

一
四
年
に
「
分
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口

家
屋
敷
を
手
に
入
れ
、
五
代
勝
之
丞
の
三
男
辰
之
進
が
長
崎
本
家
石
本
荘
五
郎
の
舎
弟
を
本
主
と
し
て
同
居
、
商
売
は
天
草
石
本
家
が
、

銀
貸
は
長
崎
本
家
阿
部
屋
が
担
当
し
、
営
業
を
分
け
た
と
い
う
。
文
政
五
年
六
月
に
は
辰
之
進
が
長
崎
店
松
坂
屋
を
開
設
し
、
唐
紅
毛

偕
物
人
札
商
売
を
開
始
し
た
。

天
草
石
本
家
は
文
政
冗
年
よ
り
長
崎
代
官
管
轄
下
の
富
岡
役
所
の
掛
屋
を
引
き
受
け
た
。
さ
ら
に
文
政
四
年
大
問
屋
株
を
引
請
け
綿
・

苧
・
油
の
取
扱
い
を
す
る
と
共
に
、
こ
の
後
確
実
に
田
畑
を
集
積
し
た
。
し
か
し
長
崎
店
の
経
営
は
は
か
ば
か
し
く
な
か
っ
た
様
で
あ

る
。
高
木
作
右
衛
門
の
強
力
な
推
薦
で
天
俣
五
年
二
月
幕
府
勘
定
所
御
用
達
を
任
ム
叩
さ
れ
た
。
幕
府
御
用
逹
で
商
売
方
の
活
路
を
開
く

積
も
り
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
し
か
し
御
用
逹
の
役
割
は
幕
府
へ
の
多
額
の
金
・
米
の
融
資
で
あ
っ
た
。

天
保
九
年
六
代
勝
之
丞
に
幕
府
勘
定
所
御
用
達
を
譲
り
、
五
代
平
兵
衛
は
柳
河
に
四
男
観
吾
と
居
住
、
天
保
―
―
―
一
年
銭
紛
失
事
刊
で

五
代
・
六
代
共
に
江
戸
で
吟
味
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
六
代
が
病
死
、
平
兵
衛
も
翌
年
死
去
。
天
草
石
本
家
は
そ
の
後
衰
退
の
途
を

た
ど
る
。

仁
本
家
文
書
に
は
享
保
．

0
年
か
ら
「
銀
貸
帳
」
が
あ
り
、
同
一
―
―
―
年
以
降
宝
暦
―
―
―
年
ま
で
は
、
そ
の
帳
末
に
暮
か
ら
正
月
に
か
け

て
在
庫
調
べ
を
し
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
正
月
の
在
庫
調
べ
が
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
記
録
帳
簿
が
現
存
し
な

い
。
こ
の
こ
と
が
石
本
家
の
経
営
を
見
る
上
で
困
難
に
し
て
い
る
。
残
存
す
る
帳
簿
は
「
銀
貸
帳
」
を
は
じ
め
と
し
て
一

0
0
0冊
以

上
に
の
ぼ
る
が
、
集
計
の
な
い
こ
れ
ら
を
如
何
に
使
い
こ
な
す
か
が
、
今
後
の
研
究
の
成
果
を
左
右
す
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

石
本
家
は
松
坂
屋
を
称
す
が
、
亨
保
期
の
帳
簿
に
は
一
酒
屋
冶
兵
衛
」
「
御
領
村
酒
屋
」
「
石
本
治
兵
衛
」
な
ど
と
記
さ
れ
、
当
初
の

業
種
に
酒
屋
で
、
屋
号
は
酒
屋
を
称
し
て
い
た
。
享
保
期
の
「
銀
貸
帳
」
に
は
在
庫
調
べ
の
記
載
と
と
も
に
「
米
買
覚
」
が
あ
り
、
酒

造
業
と
共
に
関
連
の
深
い
米
の
売
買
を
行
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
米
は
柳
河
米
（
と
き
に
瀕
高
と
記
す
）
・
肥
後
米
（
な
か
に

宝
暦
一
云
一
年
ま
で
の
石
本
家
の
経
営

石
本
家
文
書
史
料
紹
介
「
天
草
取
片
付
之
心
得
書
」
（
天
保
八
年
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〔表 l〕 石本家有高調 (19文銭立 単位貫）

年号 有銭 銀貨 質貸 酒代掛
酒造
穀類 塩 その他 田地買 計 史料

醤油

享保13 5.1300 30.700 2.9400 6.3533 4.2000 1.0000 1.0650 0.700 52.0883 石7

享保14 2.4000 32.000 1.3000 4.7574 5.0000 6.1200 1.6200 0.500 53.6974 石2

亨保15 39.300 2.8576 8.0127 2.0041 1.9800 1.4720 0.420 2.3000 58.3464 石3

享保17 2.7400 51. 000 3.5000 4.8000 7.7200 0.6348 0.650 70.9044 石6

享保18 10.3400 58.400 5.3500 2.5500 2.2000 1.5000 0.4250 0.650 81.3650 石4

享保19 11.7000 50.600 2.3500 2.5500 1.6500 5.7300 0.6300 75.2100 石5

元文2 5.6000 75.500 2.2000 2.. 0000 4.0000 0.6600 0.6500 90.6000 石8

元文3 9.7000 76.000 2.9700 1.5000 5.6000 〇.2600 1.1660 1.120 98.3160 石9

元文4 20.8500 64.000 1.8000 2.0000 2.8000 2.0600 0.9280 0.700 95.9380 石10

宝暦2 43.9250 324.300 21.3000 9.0000 9.5000 19.7800 3.4840 103.639 15.2400 550.1742 石11

宝暦3 53.0215 337.600 12.9000 9.0000 7.4500 14.7500 5.7900 129.870 9.6000 586.1900 石15
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会
計
に
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

は
一
一
貫
目
余
の
田
地
買
代
の
追
加
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

七
十
二
文
銭
二
百
目
入
拾
参
俵

と
書
き
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
計
算
で
は
こ
の
銭
単
位
は
一
九
文
銭
に
な
る
。
銭
が
無
造
作
に
俵
に
入
れ
て
保
管
さ
れ
て
い
た
様
子
が
分

か
る
。
ま
た
享
保
一
三
年
の
「
銀
貸
帳
」

銭
・
七
―
―
一
文
銭
・
八

0
文
銭
・
七
二
文
銭
・
七

0
文
銭
の
単
位
が
同
時
に
流
通
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

享
保
期
の
石
本
家
は
酒
造
を
そ
の
業
と
し
、
酒
の
掛
け
売
り
代
と
酒
の
在
庫
が
金
融
に
次
ぐ
重
要
な
位
置
を
示
し
て
い
る
。
商
品
と

し
て
は
綿
と
塩
の
記
載
が
あ
る
。
表
1

の
そ
の
他
の
項
目
は
亨
保
期
は
主
と
し
て
綿
代
で
あ
り
、
煙
草
•
砂
糖
・
布
・
油
・
醤
油
・
種

子
（
菜
種
）
な
ど
在
庫
商
品
が
種
類
・
高
と
も
増
え
て
く
る
の
は
元
文
三
年
以
降
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
他
の
項
目
で
櫨
・
生
蠍
が
在
州

と
し
て
書
き
上
げ
ら
れ
て
く
る
の
は
宝
暦
期
で
あ
る
。
宝
暦
三
年
七
1

一
貫
目
余
、
同
一
二
年
―
―
―
―
一
貫
目
余
（
何
れ
も
一
九
文
銭
、
以
後

⑲
で
表
わ
す
）

八
十
文
銭
壱
俵

七
十
弐
文
銭
六
俵

の
米
買
覚
で
も
一
九
文
銭
で
代
銭
を
書
き
上
げ
て
い
る
。
当
時
一
九
文
銭
と
と
も
に
―

1
0文

で
あ
る
。
享
保
＾
四
年
は
六

0
0俵
の
塩
代
⑲
一
貫
六
―

-
0匁
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
質
貸
等
で
田
地
の
集
積
が
あ
る

が
、
ま
だ
本
格
的
で
は
な
く
、
塩
田
を
保
有
し
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
商
品
と
し
て
買
い
入
れ
た
も
の
の
在
庫
で
あ
ろ
う
。

宝
暦
一
ニ
・
四
年
に
な
る
と
元
文
期
の
資
産
⑲
一

0
0貫
目
弱
か
ら
一
挙
に
⑲
五

0
0貫
目
代
に
急
増
し
て
い
る
。
そ
れ
は
商
品
の
増

加
と
い
う
よ
り
も
、
銀
貸
の
急
増
で
あ
り
、
金
融
に
経
営
の
主
力
を
置
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

ま
た
田
地
買
い
方
の
代
金
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
年
も
あ
る
が
、

一
同
拾
六
/
八
百
，
ハ
拾
四
匁

石
本
家
文
書
史
料
紹
介
「
天
草
取
片
付
之
心
得
書
」
（
天
保
八
年

七
十
文
銭
弐
俵

/
弐
拾
四
俵

田
地
は
別
会
計
と
思
わ
れ
る
。
享
保
一
七
年
の
「
銀
貸
帳
」

で

享
保
期
は
有
高
調
べ
と
共
に
米
買
覚
が
帳
簿
の
末
尾
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
元
文
二
年
か
ら
は
作
半
籾
（
佐
伊
津
分
共
に
）
な
ら
び

に
手
作
り
出
高
や
講
掛
銭
覚
の
記
載
が
残
さ
れ
て
い
る
。
作
半
と
は
藤
本
降
士
氏
に
よ
れ
ば
親
方
子
方
関
係
を
伴
う
刈
分
小
作
の
こ
と

(12) 

で
分
配
率
が
五
歩
と
五
歩
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
元
文
期
に
は
田
畑
の
所
持
が
増
え
、
手
作
り
も
含
め
て
資
産
化
さ
れ
、
有
高
と
は
別
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石
本
家
文
書
史
料
紹
介
「
天
草
取
片
付
之
心
得
書
」
（
天
保
八
年

九
町
九
反
四
畝
二
七
歩
が
あ
る
）

〔表2〕 文政2年惣勘定之覚

(19文銭立）

項目 銭（貫）

田畑作徳銭 503.8924 

郡中より取立利銭 100.1416 

他国より取立利銭 251.0000 

計 855.0340 

内

作取減 53.0400 

利銭減 40.0000 

失費 180.0000 

他国・吉凶手当 50.0000 

昨年失費 50.0000 

臨時修復手当 20.0000 

訳合ものへ貸付 50.0000 

残 441. 9940 

文
化
文
政
期
の
経
営

文
化
元
年
五
代
勝
之
丞
が
相
続
し
、
同
七
年
弟
平
八
郎
が
分
家
を
創
設
、
財
産
分
与
は
同
一
四
年
に
行
わ
れ
た
。
も
う
：
人
の
弟
熊

四
郎
は
野
口
文
平
治
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
。
財
産
分
与
は
文
化
元
年
時
の
財
産
を
も
っ
て
な
し
、
田
畑
は
佐
伊
津
・
浦
村
は
本
家
に
、

一
歩
在
浬
が
分
家
に
分
け
ら
れ
た
。
災
害
等
の
手
当
用
に
貯
え
ら
れ
た
金
銭
以
外
の
貸
付
銀

銭
な
ら
び
に
手
元
融
通
所
持
の
金
銀
銭
は
本
家
七
歩
五
厘
、
分
家
二
歩
五
厘
と
分
配
さ
れ
た
。

で
は
文
化
元
年
当
時
の
石
本
家
の
家
産
は
い
く
ら
で
あ
っ
た
か
。

(14) 

「
文
化
元
年
一
―
一
月
有
高
」
で
は

三
七
〇
貫
九
七
―
―
―
匁
三
分

商
売
方
仕
入
有
方
―
二
五
貫
六

0
0匁

手
元
所
持
高

一
七
四
貫
―
―
―
九
二
匁
一
1

分
（
以
上
、
計
⑲
一

0
-
―
―
七
貰
一
五
匁
六
分
）

本
家
別
段
備
銀
丁
銭
―
―
一
七
ニ
―
―
―
一
貫
五

0
0匁
（
⑲
-
九
五
貫
九
七
―
―
―
匁
八
分
八
匝
）

さ
ら
に
表
2
の
文
政
一
一
年
の
惣
勘
定
覚
で
は
、
田
畑
が
―
―

10
三
町
一

反
八
畝
三
歩
（
内
御
領
村
に
塩
浜
が
一
―
町
四
畝
、
島
原
の
田
畑
が
一
＾
一

で
そ
の
作
徳
米
が
⑲
五

0
-
―
一
貫
余
、

し
か
し
郡
中
に
取
立
不
足
⑲
ニ
ヒ
貫
四
五
五
匁
や
島
原
の
作
徳
減
少
な

ど
が
⑲
五
―
―
一
貫
目
余
、
ま
た
貸
銭
の
利
銭
取
立
⑲
一
二
五
一
貫
目
余
が
あ

る
が
、
郡
中
に
は
取
立
不
足
分
⑲
一
し
七
貫
四
五
五
匁
、
長
崎
島
原
貸
付

銀
⑲
九
二
互
貫
目
の
う
ち
二

0
0貫
目
が
棄
捐
、
さ
ら
に
⑲
六
三
貫
目

ほ
ど
が
取
立
不
足
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
支
出
と
し
て
家
内
入
用
や
別

他
国
貸
方

郡
中
貸
方

―
―
六
六
貫

0
五
0
匁

御
領
其
外
の
村
は
八
歩
五
厘
は
本
家
に
、

ノ‘

※石本家文書2427.
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段
返
済
な
ど
を
収
入
か
ら
引
い
て
⑲
四
四
一
貫
目
余
、
こ
れ
が

文
政
一
年
の
お
よ
そ
の
利
潤
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
櫨
．

綿
・
造
酒
・
晒
蟻
や
金
物
類
の
商
売
利
潤
は
入
っ
て
い
な
い
。

商
売
利
潤
は
薄
い
と
し
て
、
作
徳
米
と
貸
付
利
銭
が
経
営
の
中

心
と
み
て
い
る
。
商
売
利
潤
を
析
出
し
た
文
政
―
―
年
八
月
の

「
棚
卸
勘
定
帳
」
（
表
3
)

が
別
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
は
求
麻
の
米
・
苧
・
布
、
島
原
蛾
、
生
蟻
、
葛
等
の
仕
入
高

が
書
彦
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
方
染
藍
・
白
油
・
硝
子
裾
類
・

金
物
類
・
き
せ
る
類
・
真
田
類
が
売
り
払
わ
れ
て
仕
入
分
よ
り

差
し
引
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
家
屋
敷
・
問
屋
株
、
諸
代
呂
物

改
高
・
諸
問
取
立
不
足
、
こ
れ
に
有
銀
・
銭
を
合
わ
せ
た
銀
高
五
四
貫
余
よ
り
仕
入
残
り
分
を
差
引
い
て
こ
の
年
の
純
益
が
銀
九
八
〇

匁
余
と
な
っ
て
い
る
。
同
帳
の
「
亥
年
丑
年
仕
法
左
之
通
」
に
お
い
て
も
田
畑
か
ら
の
収
益
で
あ
る
「
作
徳
取
立
積
り
」
の
半
分
が

「
家
内
限
り
商
売
利
欄
之
積
り
」
と
な
っ
て
お
り
、
商
売
利
潤
の
薄
さ
、
不
安
定
さ
が
経
営
全
体
の
足
を
引
っ
張
っ
て
い
る
。
取
り
扱
っ

て
い
る
商
品
は
天
草
産
と
ば
か
り
言
い
き
れ
な
い
九
州
各
地
の
牛
颯
・
葛
に
求
麻
地
方
の
米
・
苧
・
布
と
い
っ
た
商
品
さ
ら
に
染
藍
．

金
物
類
・
き
せ
る
・
木
綿
の
紐
類
で
あ
る
真
田
類
、
そ
れ
に
硝
子
器
な
ど
多
種
多
様
な
商
品
を
取
り
扱
っ
て
お
り
、
天
草
を
拠
点
と
し

(15} 

て
持
船
で
商
品
の
隠
地
間
交
易
を
行
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
「
大
坂
丸
惣
取
引
控
」
（
文
政
頃
）
に
よ
れ
ば
、
求
麻
の
茶
、
長
崎
・

島
原
や
天
草
の
櫨
•
生
颯
、
島
原
・
筑
後
の
菜
種
、
綿
を
大
坂
で
売
り
払
っ
て
お
り
、
大
坂
で
は
表
具
賃
・
一
三
井
買
い
物
代
・
傘
代
・

塗
師
屋
や
本
屋
へ
の
支
払
い
代
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
前
述
し
た
よ
う
に
文
化
・
文
政
期
の
隔
地
間
交
易
で
は
思
う
よ
う

な
利
益
を
生
み
出
し
て
い
な
い
。

石
本
家
文
主
累
史
料
紹
介
「
天
草
取
片
付
之
心
得
書
」
（
天
保
八
年

〔表3〕 文政2年棚卸勘定帳松坂屋

項目 銀（貫）

元仕入高 57.277230 

内

染藍 1.112800 

白油 0.150000 

硝千器類 1.310000 

金物類 0.807000 

きせる類 0.150000 

真田類 0.163000 

残(1) 53.584430 

家屋敷並問屋株 12.750000 

阿部より道具引請代 1.266581 

諸代呂物改高 9.025030 

諸問屋取立不足 13.794500 

有銀 17.728700 

計(2) 54.564811 

差引（ 2-1＝利） 0.980381 

※石本家文壽3354.
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石
本
家
文
書
史
料
紹
介
「
天
草
取
片
付
之
心
得
書
」
（
天
保
八
年

天
保
四
年
―
一
月
一
八
日
高
木
作
右
衛
門
の
代
わ
り
に
日
田
郡
代
羽
倉
外
記
が
登
城
し
た
と
こ
ろ
、
石
本
平
兵
衛
の
出
府
を
土
方
出

雲
守
よ
り
仰
せ
渡
さ
れ
、

―
二
月
五
日
富
岡
役
所
よ
り
そ
の
旨
の
連
絡
が
六
代
石
本
勝
之
丞
に
あ
っ
た
。
当
時
平
兵
衛
は
旅
先
柳
河
に

い
た
た
め
早
速
連
絡
の
飛
脚
が
出
さ
れ
た
。
実
際
に
平
兵
衛
が
御
領
よ
り
江
戸
へ
出
帆
し
た
の
は
正
月
二
二
日
で
柳
河
を
経
由
し
て
い

る
。
江
戸
着
は
二
月
ニ
―
日
、
そ
の
日
の
内
に
勘
定
所
付
御
用
達
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
帯
刀
永
々
御
免
、
屋
敷
地
高
七
石
と
三
人
扶
持

(16) 

を
貰
っ
た
。
以
上
が
日
記
に
記
さ
れ
た
勘
定
方
御
用
達
任
命
の
模
様
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
先
同
年
正
月
に
石
本
平
兵
衛
．
勝
之
丞
は
窮
民
救
済
と
し
て
籾
五

0
0石
の
上
納
を
願
い
出
、
さ
ら
に
八
ヶ
年
分
籾
四

0
0
0

石
を
上
納
す
る
と
の
申
し
出
に
よ
り
帯
刀
御
免
と
三
人
扶
持
を
褒
美
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
天
保
三
年
辰
年
を
初
年
と
し

て
籾
五

0
0石
江
戸
へ
積
廻
し
て
お
り
、
四
年
・
五
年
に
各
籾
二

0
0
0石
廻
米
し
て
い
る
。
ま
た
平
兵
衛
は
同
五
年
一

0
ヶ
年
分
で
一

万
五
千
石
の
囲
籾
を
約
束
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
同
年
五
月
に
長
崎
最
寄
囲
所
を
追
っ
て
通
逹
す
る
と
の
申
し
渡
し
が
あ
っ
て
い
る
。

こ
の
様
な
前
状
況
が
あ
っ
て
天
保
八
年
の
史
料
「
天
草
取
片
付
之
心
得
」
の
前
半
の
囲
籾
が
理
解
で
き
よ
う
。
な
お
こ
の
心
得
を
出

す
に
当
た
っ
て
は
、
経
営
の
危
機
意
識
が
平
兵
衛
に
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
心
得
の
最
後
に
当
春
の
積
算
に
狂
い
が
生
じ
て
「
多

分
之
操
合
違
も
出
来
損
失
も
大
違
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
記
し
、
御
用
達
を
止
め
さ
え
す
れ
ば
、
天
草
だ
け
の
経
営
と
な
れ
ば
狂
い

も
な
い
よ
う
に
な
る
と
、
御
用
逹
の
解
任
を
希
望
し
、
商
売
中
心
の
長
崎
松
坂
屋
の
縮
小
を
念
頭
に
お
い
た
経
営
方
針
を
打
ち
出
し
た

も
の
で
あ
る
。

最
初
の
囲
籾
に
つ
い
て
は
午
よ
り
申
ま
で
天
保
五
・
六
・
七
年
の
囲
籾
が
四
五

0
0
石
、
そ
れ
に
八
年
分
を
併
せ
て
六

0
0
0
石。

こ
の
う
ち
三

0
0
0石
は
当
夏
に
詰
め
替
え
る
が
、
凶
年
の
後
な
の
で
他
国
米
を
買
い
入
れ
て
詰
め
替
え
よ
う
と
い
う
も
の
。
そ
し
て

こ
れ
は
代
官
所
届
用
で
あ
っ
て
、
内
輪
の
事
情
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
作
徳
米
と
郡
中
返
済
の
銭
で
整
え
よ
う
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

史
料
「
天
保
ハ
年
天
草
取
片
付
之
心
得
」
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郡
中
へ
の
貸
銭
の
肉
か
ら
廻
す
分
と
薩
摩
藩
・
求
麻
藩
の
扶
持
、
柳
河
知
行
米
な
ど
を
当
て
よ
う
と
い
う
。
そ
し
て
当
年
は
佐
伊
津
普

請
入
用
に
五
五
五
〇
貫
文
を
捻
出
し
て
い
る
。
な
お
切
紙
が
一
枚
目
に
張
り
付
い
て
い
る
が
、
囲
籾
の
調
逹
方
法
を
色
々
考
察
し
た
も

の
で
あ
る
。
石
本
家
文
書
中
に
は
同
一
の
事
件
で
幾
通
り
も
の
書
類
が
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

本
家
へ
は
柳
河
店
か
ら
の
上
納
一
0
0
0
両
•
新
田
作
徳
米
三
0
0
両
・
求
麻
□

五
0
0
両
合
わ
せ
て
―
1
0
0
0程
を
備
金
と
し
、

島
原
三
好
屋
へ
月
利
八
朱
で
預
け
る
。

島
原
か
ら
の
拝
借
金
等
四
七

0
0両
は
二

0
0
0
両
を
長
崎
店
へ
渡
し
、
残
金
と
其
外
合
わ
せ
て
六

0
0
0
両
を
柳
河
へ
持
参
す
る

と
言
い
、
柳
河
で
緊
急
事
態
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

長
崎
店
あ
る
い
は
森
家
に
関
し
て
は
、
先
行
き
の
不
安
が
あ
る
。

「
長
崎
之
儀
者
何
れ
も
永
久
い
た
し
兼
候
所
柄
故
①
之
成
行
二
任

店
者
い
つ
れ
織
斗
之
取
斗
二
い
た
し
」
と
、
薩
摩
藩
と
の
取
り
引
き
次
第
で
あ
る
が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
長
崎
店
の
経
営
は
縮
小
す
る
積
り

で
あ
る
。
ま
た
森
欽
―
―
一
郎
は
長
崎
宿
老
を
務
め
た
家
で
五
代
平
兵
衛
の
次
男
勘
十
郎
で
あ
り
、
さ
ら
に
三
男
辰
之
進
（
兼
次
郎
）
が
そ

の
跡
を
次
い
で
い
る
。
森
家
も
一
一
千
両
な
け
れ
ば
「
御
役
料
取
れ
不
中
」
、
右
高
を
出
金
し
て
次
男
を
有
付
け
て
も
先
行
ぎ
賠
い
の
で
、

森
家
か
ら
は
年
々
―
―

1
0
両
登
せ
る
こ
と
と
し
、
薩
摩
藩
と
の
手
が
切
れ
れ
ば
、
二
千
両
出
金
し
た
分
は
本
家
が
銀
―
一
貫
五

0
0匁
と

七
人
扶
持
を
年
々
受
け
取
り
、
そ
れ
と
一
二
銀
請
方
―
一
貫
五

0
0
匁
柳
河
知
行
一

0
0
仁
の
内
か
ら
森
欽
三
郎
方
へ
渡
し
、
欽
三
郎
方
の

暮
ら
し
方
は
銀
ニ
―
一
貫
匁
•
1
0
0
石
と
す
る
。
こ
れ
も
薩
摩
藩
と
の
関
係
が
終
わ
り
、
一

-
0
0
0
両
（
銀
―

1
0
0
貫
目
程
）
の
出

金
を
し
て
、
利
銀
と
扶
持
を
貰
う
関
係
と
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
長
崎
店
は
七
〇
貫
目
の
暮
ら
し
方
に
し
、
本
家
よ
り
の
指
揮
は
差
し

止
め
、
欽
三
郎
方
に
任
せ
る
。
（
日
記
に
よ
れ
ば
森
欽
三
郎
は
天
保
八
年
十
一
一
月
二
九
日
江
戸
に
て
死
去
）

別
家
は
平
八
郎
方
の
み
と
し
、
兼
次
郎
は
一

0
ヶ
年
長
崎
勤
め
を
し
た
な
ら
ば
、
天
旱
へ
引
き
取
る
。
別
家
に
は
取
り
立
て
な
い
。

熊
八
郎
（
求
麻
八
は
今
泉
村
庄
屋
を
天
保
一
四
年
二
月
ま
で
勤
め
て
い
る
）
は
今
泉
村
の
手
が
放
れ
た
ら
本
家
に
召
仕
い
、
観
吾
代
平

八
郎
方
を
勤
め
さ
せ
、
観
吾
が
平
八
郎
跡
を
相
続
し
た
な
ら
ば
、
熊
八
郎
は
そ
の
後
柳
河
番
代
に
越
し
、
柳
河
で
身
を
終
わ
ら
せ
る
。

石
本
家
文
書
史
料
紹
介
「
天
草
取
片
付
之
心
得
書
」
（
天
保
八
年
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石
本
家
文
書
史
料
紹
介
「
天
草
取
片
付
之
心
得
書
」
（
天
保
八
年
）

こ
の
年
大
楠
新
田
開
発
（
現
有
明
町
、
楠
甫
村
と
大
浦
村
に
ま
た
が
る
新
田
）
に
再
び
取
り
掛
か
ろ
う
と
し
、
鹿
子
木
（
熊
本
、
技

術
者
が
い
る
の
か
）
へ
掛
け
合
う
こ
と
と
し
て
い
る
（
大
楠
新
田
開
発
は
文
化
・
文
政
期
に
も
行
わ
れ
て
い
る
）
。
こ
の
よ
う
に
商
売

よ
り
も
作
徳
米
の
収
得
に
経
営
の
中
心
を
お
き
、
別
に
口
之
津
の
新
田
買
集
め
を
し
よ
う
と
も
し
て
い
る
。
口
之
津
新
田
一
五
町
歩
の

配
人
）
と
五
口
で
分
配
す
る
事
に
な
っ
て
い
る
。

別
家
に
は
し
な
い
。
も
し
観
吾
に
何
か
あ
れ
ば
平
八
郎
の
跡
を
熊
八
郎
が
継
ぐ
こ
と
。
系
図
で
は
天
保
一
六
年
正
月
に
熊
八
郎
が
平
八

郎
跡
を
相
続
し
て
い
る
。
柳
河
番
代
は
柳
河
藩
の
御
用
人
格
に
準
ず
る
扱
い
で
あ
る
。

野
口
文
平
次
方
は
五
代
平
兵
衛
の
末
の
弟
熊
四
郎
が
養
子
に
入
っ
て
お
り
、
そ
の
家
督
は
石
本
家
よ
り
分
与
の
分
で
暮
ら
し
、
文
平

治
隠
居
料
と
し
て
銭
二

0
0貫
目
を
渡
す
。
商
売
を
す
る
と
き
は
兼
次
郎
方
と
連
絡
取
り
合
っ
て
取
り
は
か
ら
う
こ
と
。

以
上
、
本
家
を
中
心
と
し
た
経
営
体
と
し
て
、
長
崎
店
・
柳
河
店
を
始
め
五
代
平
兵
衛
の
弟
逹
と
子
供
達
の
先
行
き
を
書
き
記
し
て
い

る
。
席
次
は
本
家
・
平
八
郎
・
森
欽
三
郎
・
野
ロ
・
兼
次
郎
の
順
で
あ
る
。

本
家
は
幕
府
御
用
達
を
勤
め
る
家
柄
で
あ
る
た
め
、
御
用
達
を
勤
め
る
時
と
そ
う
で
な
い
と
時
と
の
服
装
や
召
連
者
の
区
別
を
本
家

心
得
に
記
し
て
明
確
に
し
て
い
る
。

ま
た
支
配
人
心
得
で
は
佐
伊
津
と
御
領
の
兼
ね
合
い
が
あ
る
が
、
御
用
達
を
勤
め
る
平
兵
衛
が
佐
伊
津
を
拠
点
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
古
家
か
ら
新
宅
へ
替
え
、
ま
ず
は
御
用
逹
の
勤
め
を
優
先
す
る
体
制
を
と
る
よ
う
に
し
た
。
な
お
請
寄
地
所
貸
方
引
合
な
ど
士
地

経
営
は
御
領
村
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
御
領
村
本
宅
の
建
て
替
え
も
計
画
さ
れ
、
平
八
郎
家
は
別
家
と
い
え
ど
も
取
り
畳
み
、
本
家

の
経
営
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

蛾
絞
り
あ
る
い
は
油
締
め
は
支
配
人
宅
で
行
う
。
油
絞
り
を
願
う
な
ら
ば
種
子
は
柳
河
よ
り
遣
わ
す
。
ま
た
天
草
で
銭
の
調
達
が
出

来
な
い
と
き
は
柳
河
で
月
八
朱
で
貸
そ
う
と
あ
る
。

従
来
の
貸
し
方
が
一

0
0
0貫
目
あ
り
、
そ
れ
を
備
銀
と
し
て
、
利
潤
を
本
家
・
野
ロ
・
熊
八
郎
と
伯
母
達
、
そ
れ
に
櫨
元
入
（
支
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〔
史
料
〕

五
代
御
自
筆

天
保
八
年
酉
九
月
廿
一
一
日
調

天
草
取
片
付
之
心
得
書

う
ち
一
町
歩
は
米
屋
拝
領
地
の
た
め
、
残
り
一
四
町
歩
分
と
し
て
代
銭
七

0
0
0貫
文
、
こ
の
作
得
米
八
四
石
と
見
積
も
っ
て
い
る
。

そ
し
て
当
春
の
積
算
に
狂
い
が
生
じ
て
お
り
、
御
用
達
を
止
め
て
天
草
だ
け
の
取
り
締
ま
り
と
な
れ
ば
狂
い
も
な
い
よ
う
に
な
る
。
天

草
だ
け
は
翌
年
ま
で
に
取
り
片
づ
け
、
長
崎
分
は
経
営
縮
小
し
て
損
失
分
は
柳
河
が
引
請
け
に
す
る
の
で
、
柳
河
の
経
営
如
何
で
浮
沈

が
決
ま
る
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
柳
河
仕
法
が
注
目
さ
れ
る
が
、
柳
河
で
の
こ
と
は
明
か
で
は
な
い
。

平
兵
衛
は
翌
天
保
九
年
＿
一
月
御
用
逹
を
六
代
に
譲
っ
て
い
る
。
同
年
―
―
一
月
江
戸
城
西
の
丸
火
災
、
こ
の
普
請
に
御
用
金
―
一
万
両
、
さ

ら
に
別
に
―
―
万
両
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
身
分
不
相
応
で
調
逹
出
来
か
ね
る
た
め
、
日
五
年
一

0
年
間
で
一
万
五

0
0
0石
の
囲
籾
を
す

る
こ
と
を
願
い
出
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
囲
籾
六

0
0
0
石
と
当
秋
出
来
籾
四

0
0
0石
都
合
一
万
石
を
上
納
す
る
こ
と
で

御
用
金
一
一
万
両
分
と
し
て
貰
い
、
残
る
一
＿
一
万
両
は
免
除
願
い
を
出
し
た
。

こ
の
「
心
得
書
」
は
石
本
家
の
経
営
の
絶
頂
期
と
お
も
わ
れ
て
い
た
時
期
に
だ
さ
れ
た
も
の
で
、
天
保
―
―
―
一
年
の
石
本
家
崩
壊
ま
で

の
経
営
の
方
針
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

御
囲
穀
引
合

（
天
保
ム

i
七）

午
年
合
申
年
迄
三
ヶ
年
囲
高

一
籾
四
千
五
百
石

此
訳

写
（
石
本
家
文
魯
八
―
―
五
）

石
木
家
文
書
史
料
紹
介
「
天
草
取
片
付
之
心
得
言
」
（
天
保
八
年
）

（
貼
付
史
料
）

午
未
申
―
一
ヶ
年
分

籾
州
千
五
百
石

~
 

人
二
千
石
此
米
千
石

残
而
弐
千
五
百
石

此
処

千
五
百
石

作
得
之
内
当
酉
囲
分

郡
中
江
割
渡
候
分

柳
河
囲

籾
囲

囲
高
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石
本
家
文
書
史
料
紹
介
「
天
草
取
片
付
之
心
得
書
」
（
天
保
八
年

一
籾
三
千
五
百
石

一
同
千
石

/
四
千
五
百
石

内
米
八
百
石

此
籾
千
六
百
石

差
引
凡
三
千
石

一
同
三
千
石
此
米
千
五
百
石

囲
方
出
来

正
米
囲

作
得
高

郡
中
返
済
二
而
取
入

一
籾
三
千
石
此
米
千
五
百
石

但
、
当
秋
相
応
之
作
益
二
候
得
共
、
凶
年
之
末
二
付
先
以
他

国
米
買
入
米
二
而
詰
替
仕
置
候

一

同

千

五

百

石

古

籾

囲

置

之

分

一

同

千

五

百

石

当

酉

年

囲

増

之

分

合
六
千
石
此
訳

米

千

五

百

石

籾

三

千

石

分

籾

三

千

石

新

籾

詰

替

候

分

ズ＞

右
之
通
御
勘
定
所
御
代
官
所
江
御
届
申
上
内
輪
左
之
通
取
斗

新
穀
二
而
払
立

当
夏
願
之
上
詰
か
へ
候
分

外

一
千
五
百
石

I
弐
千
五
百
石

此
処

一
米
百
四
拾
四
石

一
同
九
石
六
斗

一
同
九
石
六
斗

一
同
弐
百
五
拾
石

一
同
四
百
俵
程

一
同
弐
百
五
拾
俵
程

―
繹
鱈
閂
百
五
拾
俵
程

三
日

1
千
百
俵

当
年
可
囲
分

薩
州
御
扶
持
米

求

r同
断

嶋
原
同
断

柳
何
同
断

柳
河
住
吉
開
作
得
米

同
か
な
の
手
新
田
同
断

右
両
所
作
得

三
斗
五
升
入
此
升
三
百
八
拾
五
石

四
日

1
七
百
九
拾
八
石
弐
斗
此
籾
三
千
弐
百
俵

差

引

九

百

石

不

足

此
裔
期
戎
年
詰
替
之
積

一

千

五

百

石

朋

戌

年

詰

前

之

分

／
弐
千
四
百
石

此
処
三

千

五

百

石

作

得

之

積

差

引

千

百

石

御

年

貢

諸

雑

費

二

可

相

成

分

但
、
当
酉
郡
中
払
入
之
五
千
貫
家
内
入
月
二
引
取
朋
戎
ハ

亥
ニ
ヶ
年
之
壱
万
貫
文
別
段
備
相
立
候
積

一
阻
年
か
始
講
掛
銭
手
当
与
し
て
金
弐
百
両
宛
月
六
朱
二
而

楓
何
か
貸
付
講
帳
別
段
二
仕
立
候
事

但
、
三
千
五
百
石
之
内
弐
千
石
者
米
二
摺
立

残
千
石
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六
拾
匁
替

代
千
二
百
貫
文

買
入
都
合
千
石

内
五
百
石

五
百
石

．
一
百
石

（
二
百
石

右
之
通
取
斗
候
得
者
、
郡
中
調
逹
壱
力
五
丁
貰
文
之
内
凡
九
千
貫
文
余
囲
米
代
二
い
た
し
、
六
千
貫
文
斗
別
段
二
柑
成
―
―
―
千
貫
文
手
当

い
た
し
、
余
者
家
円
操
合
致
し
支
無
之
積

郡
中
割
合

一
銭
五
千
貫
文

内四
千
貝
文

残
千
貫
文

一
同
五
千
貫
文

内三
丁
貫
文

残
二
千
貫
文

二
同
五
千
貫
文

内
米
二
百
石

明
後
亥
年

米
五
百
右
買
入
、
わ
二
而
六
拾
匁
か
へ

籾
千
石
買
入
俵
二
而
弐
貫
文
か
へ

家
内
手
当

明
戌
年

当
年
分

右
八
百
石
之
内
柳
河
囲

明
戌
年
郡
中
返
済

戌
年
合
亥
年
迄
右
同
断

同
年
柳
河
囲
右
八
百
石
之
内

石
本
家
文
書
史
料
紹
介
「
天
草
取
片
付
之
心
得
書
」
（
天
保
八
年
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仁
本
家
文
書
史
料
紹
介
「
天
草
取
片
付
之
心
得
主
戸
」
（
天
保
八
年

佐
伊
津
普
請
入
用
手
当

ー

麦

安

凡

弐

百

俵

住

古

開

①
正
銀
扶
持
米

ィ
一
籾
千
石
此
米
五
白
石

右
之
代

一
米
百
四
拾
四
石

一
同
九
石
六
斗

一
同
弐
百
六
拾
俵

一
同
六
百
六
拾
俵

/
九
百
弐
拾
俵

升
三
百
弐
拾
弐
石

一
同
拾
八
石

但
、
長
崎
取
斗
合
之
事

合
四
白
九
拾
―
―
―
石
六
斗
辻
合

此
分
止
米
相
備
郡
中
返
済
二
而
籾
買
入
見
合
籾
代
四
千
貫
文
左
之
通
取
斗

R
扶
持
米

求

r同
断

柳
川
知
行
米

新
田
作
得
米

残
而
二
千
八
百
貫
文

-
＝
言
弓
？
六
千
八
百
貫
文

内三
千
貫
文

三
千
八
百
貫
文

郡
中
返
済
二
而
買
入
ヲ
止
メ

別
段
備

余
有

過
上
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四
噴
文
替
代
八
百
貫
文

一
大
麦
弐
百
五
拾
俵

代
七
百
五
拾
貫
文

/
千
五
酉
五
拾
貫
文

一

銭

四

千

貨

文

郡

中

返

済

な

い
但
、
籾
千
石
買
入
見
合
候
分

有
合
五
千
五
百
五
拾
貫
文

料史

拾

九

銭

三

百

貫

目

付ぼ
右
佐
伊
津
普
請
入
用
別
段
引
渡

本
家
江
可
取
立
分

一

皇

千

両

宛

柳

河

店

上

納

―

同

一

二

百

両

宛

新

田

作

得

米

代

但
、
明
年
合
少
々
相
減
可
申
事

一

同

五

百

両

求

r引
請

但
、
此
内
銀
拾
貫
目
宛
欽
一
一
一
郎
手
当
相
済
候
迄
相
減
可
申
事

此
求

r口
本
家
な
直
取
引
二
い
た
し
度
事

/
弐
千
両
之
辻
年
ミ
相
備
度
事

此
口
嶋
原
三
好
屋
江
本
家
な
相
対
い
た
し
、
月
八
朱
宛
二
廻
し
候
得
者

十
年
目
年
ヒ
朱
平
掬
二
而
も

凡
―
―
―
万
二
千
両
二
相
成
ル

右
高
年
a

口
々
之
上
納
本
家
二
相
納
本
家
な
み
よ
し
屋
江
預
ケ
双
方
立
会
勘
定
二
い
た
し
、

同
断

石
本
家
文
書
史
料
紹
介
「
天
草
取
片
付
之
心
得
書
」
（
天
保
八
年

（
貼
付
史
料
）

一
銭
壱
万
五
千
貫
文
郡
中
江
貸
付
高

但
、
当
酉
年
か
明
後
亥
年
迄
無
利
足
二
而
貸
付

内五
予

貫

文

当

酉

年

分

但
、
此
口
御
年
貢
諸
雑
費
江
本
家
江
引
取
候
積

残
壱
万
貫
文

内T
貫
文
程
者
貸
付
無
之
分

差
引
九
千
貫
文

此
分
叫
戌
年
か
明
後
亥
年
迄
取
立
浮
二
可
相
成
分

年
ミ
見
届
本
家
江
差
支
候
節
者
八
朱
之

-158-



白
本
家
文
書
史
料
紹
介
，
天
草
収
片
付
之
心
得
髯
」
（
天
保
八
年

嶋
原
な

一
金
弐
千
七
百
両

利
足
二
巾
借
入
候
ハ

A
弁
利
い
た
し
外
見
も
可
然
事

右
口
十
ヶ
年
目
柳
冽
方
仕
庄
講
見
事
二
行
屈
候
ハ

A
、

賊
、
其
節
ミ
模
様
二
任
せ
取
斗
可
致
事

去
冬
被
下
分

此
節
年
賦
拝
借

み
よ
し
屋
預
り
銀
講
二
血
引
渡
、

其
節
右
三
万
二
千
両
余
本
家
札
引
取
可
中

同
断一
同
二
千
両

<
，
四
千
じ
百
両

内

二

千

向

長

崎

方

江

相

渡

し

候

分

此
年
賦
返
済
長
崎
な
引
受

残

而

弐

千

七

白

内

返

済

不

及

分

此
口
別
段
銀
帳
而
な
し
、
貸
方
二
当
、
依
之
共
段
本
家
二
記
帳
い
た
し
置
度
候
事

新
米
摺
，
け
一

一

金

千

三

百

両

米

八

白

石

代

合

四

丁

両

本

家

合

柳

河

渡

し

二

記

転

之

事

此
高
此
度
嶋
原
公
な
持
参
之
積

外
ニ

一

金

千

三

百

両

米

代

之

分

／

同

四

百

五

拾

両

八

代

取

替

ー

同

弐

百

五

拾

両

麦

安

・

大

麦

代

＜

瓜

式

千

両

別

段

持

参

此
口
大
坂
為
菩
二
而
相
納
候
梢
、
本
家
柳
河
出
入
二
不
拘
、
尤
麦
安
・
大
麦
代
名
別
段
逍
し
↑
申
分
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朱
「
柳
河
II
之
申
向
左
之
通
」

一

銀

百

貫

目

店

罹

銀

一

金

四

千

両

別

段

預

ケ

右
之
通
相
渡
し
罹
二
而
入
用
之
節
可
指
出
、
尤
米
八
百
石
申
遣
し
次
第
廻
し
度
可
致
事
、

二
い
た
し
候
様
年
ミ
申
渡
、
上
納
金
千
両
宛
無
相
違
七
月
・
十
一
一
月
両
度
二
可
相
渡
事

一
森
欽
三
郎
方
ハ
弐
千
両
無
之
面
者
皆
式
御
役
料
取
れ
不
申
、
年
ミ
借
用
相
成
候
趣
こ
れ
ハ
尤
二
候
得
共
、
凡
正
銀
千
百
買
日
程
之
出

銀
相
成
不
相
当
之
次
第
、
其
上
石
高
出
銀
い
た
し
二
男
有
付
末
々
響
ぎ
候
而
者
迫
々
成
生
之
も
の
心
得
違
い
た
し
家
風
取
乱
し
候
二

付
、
此
度
欽
三
郎
出
府
之
上
森
手
元
よ
り
別
段
六
百
両
之
無
心
ヲ
止
メ
年
ミ
―
―
―
拾
両
宛
欽
三
郎
手
元
な
登
候
様
御
救
銀
合
仕
法
い
た

し
、
夫
二
而
弥
ミ
手
切
い
た
し
、
此
方
性
，
、
引
替
出
来
候
ハ

A
全
別
家
二
相
成
、
①
方
手
切
れ
相
済
候
ハ

A
-
．
千
両
出
金
い
た
し
、

末
:
本
家
之
備
二
い
た
し
置
候
様
取
斗
、
御
役
料
＇
乙
分
会
所
釣
合
二
い
た
し
置
、
本
家

II
銀
拾
壱
員
五
白
目
与
七
人
扶
持
年
二
請
取
、

年
ミ
拾
貫
目
宛
本
家
よ
り
相
渡
し
候
様
取
斗
候
得
者
、
三
銀
請
方
弐
貫
五
百
匁
・
柳
河
知
行
百
石
之
分
欽
三
郎
方
江
相
渡
し
、
代
ミ

相
続
人
者
本
家
も
申
付
候
様
取
斗
置
候
事

但
、
左
候
得
者
欽
三
郎
暮
方
銀
拾
三
貫
匁
・
百
石
二
相
成
候

一
長
崎
之
儀
者
何
れ
も
永
久
い
た
し
兼
候
所
柄
故
、
R
之
成
行
二
任
店
者
い
つ
れ
綾
斗
之
取
斗
二
い
た
し
、
御
代
官
方
調
逹
銀
凡
二
白

七
拾
貫
目
も
可
有
之
二
付
仕
法
拝
借
之
口
百
貫
目
斗
出
金
、
中
田
取
斗
二
而
百
貫
日
出
金
い
た
し
、
都
合
壱
万
両
二
い
た
し
御
役
料

之
分
年
ミ
酉
貰
目
余
引
取
、
御
暮
し
方
七
拾
貫
目
二
つ
ゞ
め
仕
送
二
い
た
し
候
得
者
ILJ
借
之
利
足
も
取
れ
、
是
迄
之
御
恩
も
忘
却
不

致
、
店
も
右
之
余
有
二
而
暮
し
方
出
来
候
二
付
相
応
之
も
の
壱
両
人
指
置
、
御
代
官
仕
送
り
与
御
囲
穀
之
方
台
二
い
た
し
取
っ

A
か

せ
置
度
、
い
つ
れ
此
義
兼
次
郎
存
寄
も
承
治
定
致
し
度
事

柳
河
江

合

六

千

両

此

度

持

参

之

積

但
、
五
千
ヒ
百
両
二
而
も
急
キ

石
本
家
文
書
史
料
紹
介
，
天
草
取
片
付
之
心
得
盃
」
（
天
保
八
年

且
当
分
之
操
合
二
別
段
金
弐
千
両
大
坂
納
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石
本
家
文
書
史
料
紹
介
「
天
草
取
片
付
之
心
得
書
」
（
天
保
八
年
）

内
輪
本
主

朱
「
但
、
本
文
之
通
相
成
候
而
も
本
家
な
之
指
揮
ハ
差
止
メ
欽
三
郎
方
進
退
二
い
た
し
置
度
事
」

一
別
家
之
儀
者
欽
一
二
郎
方
右
之
通
相
成
候
ハ

A
平
八
郎
限
二
い
た
し
置
候
事

一
兼
次
郎
十
ヶ
年
長
崎
相
勤
候
ハ

A
天
草
江
引
取
別
家
者
な
し
二
い
た
し
、
十
ヶ
年
後
の
余
有
を
以
見
斗
引
渡
、
同
家
内
二
入
眉
諸
事

本
家
之
指
揮
ヲ
請
本
家
取
斗
方
指
図
い
た
し
候
家
筋
二
取
斗
、
已
来
末
：
迄
本
家
ヲ
名
乗
候
、
別
家
者
昭
停
止
之
事

一
熊
八
郎
儀
今
泉
方
手
放
れ
出
来
候
ハ

A
先
以
木
家
二
召
仕
、
観
吾
代
平
八
郎
ガ
相
勤
被
有
、
弥
ミ
観
吾
平
八
郎
跡
引
請
候
ハ

A
其
節

木
家
合
柳
河
番
代
二
被
越
、
柳
河
之
余
有
ヲ
以
暮
し
方
不
致
生
涯
柳
河
二
而
身
を
終
、
別
家
為
致
候
義
者
不
相
成
、
尤
子
供
養
育
之

術
無
之
義
二
て
、
今
泉
役
株
代
取
入
候
ハ

A
別
段
地
所
買
入
年
ミ
積
立
置
備
相
立
可
中
事

但
、
万
一
観
吾
義
身
分
二
違
変
有
之
平
八
郎
跡
相
続
難
相
成
候
ハ

A
、
熊
八
郎
義
平
八
郎
跡
二
相
立
可
中
事

一
文
平
治
方
ハ
蓑
家
之
持
家
督
此
方
合
分
与
之
分
二
而
暮
し
方
い
た
し
、
文
平
治
隠
居
料
と
し
て
此
度
銭
弐
百
貫
目
引
渡
し
可
申
候
、

別
段
廻
し
方
い
た
し
手
元
入
用
相
償
ひ
余
有
之
分
者
野
口
家
二
附
属
致
し
、
死
後
者
野
口
家
之
備
二
い
た
し
置
候
事

但
、
商
売
い
た
し
候
ハ

A
、
別
段
兼
次
郎
方
結
ひ
合
二
而
取
斗
方
可
有
之
事

一
表
向
者
格
別
内
輪
二
而
別
家
之
取
扱
方
左
之
通
心
得
万
事
取
斗
度
事

本
家
土
人
土
面
之
節

第
一向

席

平

八

郎

跡

第
ー
一同

森

欽

三

郎

代

人

な

ら

ハ

野

口

合

下

席

堕――同

野

n
家

第
四内

席

兼

次

郎

但
、
長
崎
森
よ
り
年
始
二
占
代
人
熊
与
召
出
候
事
、
柳
河
番
代
之
も
の
勿
論
上
納
銀
皆
済
不
致
候
ハ

A
、
急
度
取
斗
之
事

一
長
崎
森
家
之
義
者
衣
服
万
事
役
並
之
事

一
長
崎
詰
柳
河
詰
之
も
の
迄
も
勤
先
ハ
其
所
ミ
之
風
俊
二
任
候
得
共
、
犬
＂
早
汀
若
い
た
し
候
ハ

A
即
座
二
天
草
家
風
之
衣
服
相
用
可
申

事
一
柳
河
之
番
代
之
も
の
柳
河
之
格
式
御
用
人
格
二
準
候
ゆ
へ
帯
刀
為
致
候
得
共
、
於
天
草
者
佐
伊
津
村
同
家
之
も
の
二
而
、
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之
相
二
相
成
候
も
の
外
ハ
‘
-
―
男
三
男
之
無
差
別
一
切
帯
刀
不
相
成
事

一
平
八
郎
・
欽
三
郎
方
ハ
別
家
丈
ケ
之
家
具
・
腰
之
物
等
分
与
可
致
候
得
共
、
此
度
木
家
附
之
品
Z

相
改
、
本
家
江
附
属
致
し
候
ゆ
ヘ

一
切
銘
ミ
勝
手
二
取
斗
申
閻
鋪
、
其
身
好
二
任
せ
取
扱
候
ハ

A
別
段
自
分
之
慟
ヲ
以
取
立
候
義
者
格
別
之
事

但
、
自
分
才
覚
ヲ
以
取
立
候
与
も
身
分
不
相
当
之
招
等
い
た
し
候
義
者
堅
停
止
之
事

一
右
取
斗
方
本
家
・
別
家
二
私
心
有
之
猥
之
義
有
之
候
ハ

A
、
野
口
家
・
兼
次
郎
跡
目
之
も
の
な
急
度
相
改
さ
せ
可
申
事

一
本
家
心
得
方
左
之
通

則

一
御
用
達
相
勤
候
ハ

A
服
合

平
日
絹
服
不
相
成
事

表
立
候
節
者
絹
服
可
相
用
事

自
分
事
限
り

諸
家
合
拝
領
之
品
た
り
と
も
五
節
句
・
神
事
・
祝
言
•
仏
事
等
之
外
ハ
可
為
無
用
事

近
村
一
僕
一
刀

遠
村
表
立
候
節
若
党
召
連
保
義
者
格
別
之
事

一
御
用
達
相
放
れ
候
得
者
服
合
万
事
前
之
通
、
尤
表
立
候
節
若
党
召
連
候
義
支
配
江
伺
之
上
治
定
い
た
し
候
事

一
別
家
の
も
の
館
船
・
駕
籠
不
相
成
事

但
、
病
気
之
節
者
本
家
な
見
斗
船
・
駕
籠
等
手
当
可
致
事

（忌）

一
墓
参
着
日
無
怠
用
勤
ハ
勿
論
之
事

一
其
外
品
ミ
価
格
取
極
之
義
者
一
統
申
談
之
上
認
可
申
事

一
本
家
江
自
儘
有
之
候
ハ

A
、
別
家
中
・
野
口
合
申
聞
候
義
者
勿
論
之
事

（者）

一
召
仕
之
も
の
過
失
見
斗
兼
次
郎
跡
目
之
物
よ
り
堅
取
締
之
事

但
、
兼
次
郎
跡
目
之
も
の
不
取
斗
有
之
候
ハ

A
、
別
家
・
野
口

6
取
締
之
事

石
本
家
文
書
史
料
紹
介
「
大
草
取
片
付
之
心
得
壽
」
（
天
保
八
年
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石
本
家
文
書
史
料
紹
介
「
天
草
取
片
付
之
心
得
書
」
（
天
保
八
年
）

一
別
家
相
続
・
縁
組
其
外
分
与
之
家
督
者
證
文
引
渡
し
置
二
付
、
本
家
江
相
伺
売
買
交
易
等
可
致
事

一
御
用
達
相
勤
居
候
与
も
支
配
御
役
所
江
本
主
可
相
勤
者
勿
論
、
親
類
・
別
家
ハ
素
合
重
立
候
懇
意
之
村
方
江
者
本
主
自
分
二
相
勤
候
義

当
然
之
事
二
而
、
万
一
難
去
用
向
故
障
之
節
者
内
輪
担
之
も
の
相
勤
、
万
一
内
輪
之
も
の
支
候
ハ

A
平
八
郎
跡
合
、
夫
も
支
候
ハ

A

野
口
跡
合
相
勤
可
申
事

一
御
用
達
相
放
れ
候
得
者
世
間
向
勤
方
以
前
同
様
之
事

一
本
主
妻
之
儀
ハ
血
脈
之
も
の
又
者
親
類

無
余
儀
向
者
格
別
祝
儀
弔
儀
等
有
之
外
者
無
用
之
事

一
本
主
妻
近
村
往
返
女
壱
人
僕
壱
人
之
外
不
相
成
事

但
、
雨
天
病
気
之
節
駕
籠
用
ひ
候
義
ハ
其
時
ミ
見
斗
可
有
之
事

一
支
配
人
心
得
之
事

御
役
所
勤
向

村
々
江
罷
越
候
節

平
日
之
勤
向

衣
服
極
之
事

支
配
人
取
用
ひ
方
極
之
事

一
佐
伊
津
詰
支
配
人
昌
次
郎
・
誠
太
郎
本
宅
詰

但
、
場
所
見
斗
古
之
新
宅
引
直
し
、
遠
客
手
当
之
座
鋪
一
間
継
添
之
事
、
尤
昌
次
郎
ハ
オ
津
方
定
詰
二
而
者
差
支
も
無
有
之
候
間
、

折
ミ
御
領
村
江
引
取
可
申
候
得
共
、
先
以
御
用
達
相
勤
候
ハ

A
形
不
相
立
候
付
、
一
旦
者
引
移
之
事

一

筆

記

之

者

壱

人

本

宅

詰

但
、
御
用
逹
相
済
候
ハ

A
江
戸
届
向
認
物
之
形
曽
助
敷
高
田
款
当
分
可
遣
事

一
請
寄
地
所
貸
方
引
合
御
領
村
本
家
二
而
取
斗
可
申
事
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此
引
請
人

本
家
定
詰

メい
一
平
八
郎
宅
取
畳
当
分
裏
新
宅
二
引
移
候
段
、
表
札
出
し
候
事

一
支
配
人
宅
二
而
蛾
絞
り
方
敗
油
/
敗
取
斗
之
事

此
取
斗
方
内
？
本
主
箪
記
之
も
の
誠
太
郎
江
為
取
斗
之
事

一
御
領
本
宅
建
替
申
談
之
事

此
取
斗
方
二
寄

一
是
迄
之
貸
方
其
外
万
事
帳
面
引
取
メ
立

凡

弐

百

貫

目

是

迄

之

分

朱
「
此
上
有
之
候
ハ

A
野
口
家
二
ま
し
遺
可
遣
候
」

弐

百

貫

目

熊

八

郎

株

代

弐

百

貫

目

野

口

家

分

百
貫
目
お
ば
と
の
手
当
お
わ
か
•
お
つ
ゑ
分

メ
七
百
貫
目

此
又
仕
法
二
寄

弐

百

貫

目

佐

伊

津

支

配

人

は

せ

元

手

朱

「

五

」

百
貫
目
ロ
ノ
津
有
家
田
地
代
お
つ
ゑ
•
お
わ
か
分

但
、
都
合
弐
百
貫
目

合
千
貫
目
二
備
相
渡
候
事

但
、
本
家
一
口
野
ロ
一
口

此
利
足
八
朱
与
見
一
ヶ
年

熊
八
郎
一
口

熊
八
郎
野
口

見
斗
之
事

昌
次
郎

お
わ
か
•
お
つ
ゑ
二
而
．
ロ

立
会

石
本
家
文
書
史
料
紹
介
「
天
草
取
片
付
之
心
得
書
」
（
天
保
八
年

朱「――-」

朱「―-」

朱
「
四
」

朱
「
一
」

支
配
人
二
而
一
口
都
合
利
分
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石
本
家
文
書
史
料
紹
介
「
天
草
取
片
付
之
心
得
書
」
（
天
保
八
年

弐
拾
貫
目

弐
拾
貫
目

弐
拾
貫
目

右
之
通
年
ミ
配
当
之
事

但
、
万
一
商
売
等
二
而
支
候
節
者
無
利
足
二
而
本
家
ら
取
か
へ
可
遣
事

右
者
近
年
中
凶
作
可
有
之
ゆ
へ
手
元
江
正
物
同
様
之
取
引
い
た
し
置
度
候
、
尤
右
之
取
斗
二
而
者
本
家
取
畳
之
形
不
相
立
候
二
付
、

少
し
振
り
候
義
二
可
有
之
候
得
共
、
新
宅
江
表
札
い
た
し
入
口
相
替
候
ハ

A
可
然
欺
之
事
、
左
候
得
者
本
宅
者
番
人
壱
人
二
而
他
所

客
者
店
二
召
置
可
致
事

一
右
之
通
相
成
候
得
者
取
斗
一
円
二
相
成
手
張
不
申
、
佐
伊
津
絞
り
方
も
御
領
な
指
揮
い
た
し
候
様
相
成
、
労
都
合
可
然
哉
之
事

一
右
之
通
相
成
候
得
者
野
口
家
外
向
之
も
の
入
も
相
減
、
一
体
右
取
引
之
も
の
入
者
惣
利
益
之
内
合
出
方
い
た
し
候
付
、
全
く
千
貫
目

者
取
/
可
相
成
、
其
外
本
家
貸
方
弐
百
貫
目
以
上
有
之
候
ハ
A
別
段
ま
し
遣
し
候
二
付
、
労
其
方
可
然
哉
之
事

但
、
右
之
通
相
成
候
得
者
、
野
口
家
者
取
昼
同
様
二
い
た
し
暮
し
力
為
致
度
事

一
右
元
高
者
郷
も
減
少
無
之
様
利
足
を
も
廻
し
詰
可
申
事

百
貫
目
此
割
合

弐
拾
貫
目

弐
拾
貰
目

/
四
拾
貫
目

内三
拾
貫
目

拾
貫
目

野
口
熊
八
郎

お
わ
か
•
お
つ
え

江
戸
入
用
備

支
配
人
別
段
備

本
主
は
せ
元
入

朱
「
五
ロ
ニ
割
合
」

朱
「
一
口
」

朱「
4

口」

朱
「
一
口
」

朱
「
一
口
」

朱
「
支
配
人
一
口
」
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一
大
楠
開
発
取
掛
り
候
得
者
佐
伊
津
普
請
者
地
開
石
垣
廻
り
而
已
片
付
置
、
大
工
六
・
七
人
入
置
表
門
・
長
屋
出
来
次
第
取
斗
度

一

銭

三

百

貫

目

普

請

入

用

当

年

合

備

高

（

貼

付

史

料

）

此
高
柳
河
な
可
渡
分
二
候
処
、
掛
屋
鋪
才
津
普
請
不
致
高
左
之

内

通一
銭

五

拾

貫

目

掛

屋

し

き

分

百
貫
目

残

弐

百

貫

目

―

同

七

拾

五

貫

目

オ

津

分

一
同
千
貫
目

1
百
弐
拾
貫
目

差

引

拾

弐

貫

匁

可

渡

分

訥
内
料

一

同

弐

拾

貫

甘

前

ミ

廉

弐

百

貫

目

之

日

渡

不

足

言

百

貫

目

但

、

銭

弐

百

貫

且

可

渡

処

江

金

五

百

両

相

渡

野
口
分

利
廻
し
二
相
備
候
分

引
除
前
書
之
分
取
斗
候
積
り

但
、
伯
母
殿
お
和
歌
•
お
つ
へ
分
者
年
々
割
渡
可
申
事

一
上
籾
手
当
も
有
之
候
ゆ
へ
、
好
有
之
候
ハ

A
別
段
船
壱
艘
ハ
引
渡
可
申
事

一
油
絞
り
方
い
た
し
度
候
ハ

A
、
種
子
者
柳
河
合
遣
し
可
申
事

一
右
銭
天
草
二
而
廻
し
方
出
来
不
申
候
ハ

A
、
柳
河
二
而
月
八
朱
な
ら
ハ
何
時
も
引
当
も
の
手
入
な
し
二
而
取
斗
可
遣
候
得
共
、
左
候

得
者
育
立
候
も
の
都
而
馬
鹿
二
相
成
候
ゆ
へ
、
右
之
仕
法
二
い
た
し
度
事

一
平
八
郎
家
督
之
義
者
別
段
取
斗
、
右
仕
法
二
不
組
入
年
こ
槙
立
置
候
事

い
つ
れ
同
人
跡
兼
次
郎
且
野
口
始
別
家
備
之
義
者
十
ヶ
年
之
内
之
成
行
二
任
せ
仕
法
通
行
届
候
ハ

A
、
柳
河
方
貸
金
壱
万
八
千
両
与

銭
百
貫
目
井
み
よ
し
屋
方
預
ケ
金
之
成
行
二
ま
か
せ
、
五
ヶ
年
目
二
者
凡
見
詰
相
分
候
ゆ
へ
、
其
節
迄
存
命
候
ハ

A
其
節
可
申
渡
、

万
一
之
儀
有
之
候
ハ

A
迎
も
右
口
：
手
二
入
不
申
も
の
与
見
極
メ
、
本
家
天
草
限
り
之
心
得
二
可
相
成
、
依
而
千
貫
目
位
之
正
物
手

当
ハ
別
段
い
た
し
置
候
得
者
、
い
つ
れ
も
露
命
い
た
し
候
ゆ
へ
前
書
之
通
取
斗
度
事

朱
「
右
之
通
千
貫
匁
利
廻
し
い
た
し
候
を
先
以
両
三
年
折
合
ヲ
見
何
事
も
畳
置
、
明
年
大
楠
新
田
一
春
ニ
オ
津
ヲ
開
発
い
た
し
片
付
度
、

（
田
代
勝
之
丞
）

左
候
得
者
野
子
も
安
心
、
明
年
ハ
亡
父
君
御
年
回
之
相
当
り
弟

□平
八
郎
遺
情
も
相
立
可
申
候
、
大
楠
開
発
い
た
し
候
而
者
如
何
、

左
候
得
者
左
之
通
」

石
本
家
文
書
史
料
紹
介
「
天
草
取
片
付
之
心
得
書
」
（
天
保
八
年
）
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石
本
家
文
書
史
料
紹
介
「
天
草
取
片
付
之
心
得
書
」
（
天
保
八
年
）

お
わ
か
•
お
さ
へ
分

残
如
期

I
三
拾
弐
貫
目

一
金
百
三
拾
両

I
弐
百
弐
拾
弐
両

此
高
相
渡
し
候
得
者
東
郷
喜
市
殿
相
続
掛
ケ
勤
之
も
の
元
手

程
迄
相
督
候
積

一

同

弐

百

両

講

銭

手

当

此
分
者
年
ミ
月
七
朱
之
割
合
二
而
取
替
積

ー
戌
十
一
月
廿
九
日
調
子

百
貫
目

/
三
百
貫
目

此
分
者
別
段
引
除
利
廻
し
二
致
し
候
事

残

七

百

貫

目

初

納

之

節

よ

り

正

銀

引

備

合

九

百

貫

目

手

当

相

備

置

外三
百

六

拾

貫

目

用

意

相

備

此
口
者
柳
河
上
納
金
み
よ
し
屋
口
二
入
置
候
を
以

別
段
引
放
し

/
千
弐
百
六
拾
貫
目

右
築
立
方
二
相
決
し
候
得
者
鹿
子
木
江
申
談
置
候
付
、
御
代
官
合
八
代
殿
江
鹿
子
木
頼
入
之
書
状
申
請
遣
し
候
得
者
、
直
二
相
見
候

積
書
状
者
中
田
江
申
返
置
候
二
付
、
何
時
も
出
来
候
ゆ
へ
築
立
二
決
着
い
た
し
候
得
者
、
此
節
ミ
滞
留
中
相
極
メ
候
得
ハ
何
之
手
入

も
無
之
様
手
当
可
致
候

一
右
築
立
二
相
決
し
候
得
者
是
迄
捨
置
候
末
二
付
長
く
相
掛
り
候
而
者
不
面
目
候
二
付
、
弥
々
築
留
候
見
込
有
之
哉
、
早
々
鹿
子
木
江

見
分
相
願
、
弥
同
人
見
廻
り
有
之
候
ハ

A
四
五
十
日
二
而
汐
留
い
た
し
候
様
取
斗
度
、
長
く
掛
り
候
得
者
た
と
へ
割
合
者
宜
候
と
も

不
用
之
物
入
も
有
之
候
二
付
、
は
や
く
片
付
候
様
鹿
子
木
頼
切
取
斗
度
事

一
開
発
二
相
掛
り
候
得
者
家
内
も
其
手
当
い
た
し
置
候
事
ゆ
へ
、
明
後
年
迄
者
余
事
者
さ
し
置
、
万
事
開
発
申
立
一
切
出
方
無
之
様
取

大
楠
也

斗
、
自
然
右
手
当
金
千
両
不
用
相
成
候
ハ

A
夫
れ
以
明
秋
明
後
秋
迄
二
下
田
口
開
発
い
た
し
た
く
、
若
大
楠
方
用
意
金
も
入
用
相
成

候
ハ

A
明
年
合
其
気
二
相
成
、
天
草
も
取
斗
手
元
も
取
斗
候
得
者
下
田
開
発
入
用
者
別
段
取
斗
方
有
之
、
此
義
ハ
外
之
も
の
入
さ
へ

無
之
候
得
者
手
元
二
引
請
取
斗
可
遣
候

一
右
二
取
掛
り
候
得
者
最
初
者
引
請
人
相
定
置
、
余
事
之
混
雑
無
之
様
鹿
子
木
内
見
二
相
頼
候
者
始
引
請
人
引
請
切
取
斗
候
様
無
之
而
者

家
内
之
仕
法
崩
れ
候
ゆ
へ
、
新
開
之
義
者
入
用
銭
操
出
し
遣
候
様
而
已
之
取
斗
い
た
し
、
何
れ
壱
両
人
見
立
任
切
可
申
事

此
金
凡
九
拾
両

鹿
子
木
取
替
分
此
方
合
渡
ス
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右
之
仕
法
二
相
成
候
得
者

佐
伊
沖
二
而
江
戸
入
用
備

一
銭
三
拾
貫
目
宛

r貫
目
之
内
利
廻
し
取
高

一

同

四

拾

八

貫

目

①

御

扶

持

米

代

メ
七
拾
八
貫
目此
金
凡
弐
百
両

拾

両

高

瀬

手

当

拾

両

上

野

拾

両

森

拾

両

飛

脚

賃

六

拾

両

年

始

暑

寒

定

式

手

当

/
百
両

但
、
弐
拾
両
位
者
江
戸
貸
付
取
立
出
来
候
得
共
、
是
者
別
も
の
二
い
た
し
置

十

両

宛

三

人

此

度

な

内

頼

申

追

し

候

但
、
差
出
方
御
勘
定
壱
人
・
御
組
頭
江
壱
人
・
御
吟
味
役
壱
人

此
口
三
拾
両
也

残

七

拾

両

余

有

此
分
者
注
文
も
の
申
来
候
節
、
亦
者
御
老
若
御
側
之
内
御
出
入
之
向
江
問
見
舞
之
手
当

一
改
申
聞
候
筋
二
者
無
之
候
得
共
、
亡
父
君
御
在
冊
中
者
兎
角
世
卜
不
穏
、
既
二
天
明
一
．
寅
年
益
田
村
．
村
庄
屋
株
迄
祖
父
君
御
引
請

二
相
成
候
処
、
天
明
三
卯
年
日
川
御
支
配
嶋
原
御
預
ケ
所
二
相
成
候
節
、
右
證
文
日
田
御
奥
書
御
切
取
相
成
、
其
節
合
御
心
配
当
分

嶋
原
御
預
所
始
二
家
名
御
相
続
当
分
追
上
回
働
相
成
、
引
続
天
明
九
酉
年
御
巡
見
御
勤
、
其
後
寛
永
四
子
年
郡
中
酉
性
取
騒
出
来
一

貸

銭

件
難
渋
相
成
、
同
五
丑
年
二
至
質
地
利
足
六
朱
六
厘
二
相
成
、
同
八
辰
年
御
仕
法
被
仰
付
候
以
来
弥
A
八
ヶ
間
鋪
相
成
、
何
一
ッ

石
本
家
文
書
史
料
紹
介
「
天
草
取
片
付
之
心
得
書
」
（
天
保
八
年
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石
木
家
文
書
史
料
紹
介
「
天
草
取
片
付
之
心
得
書
」
（
天
保
八
年

ト
作
上
納

此
米
弐
百
拾
俵

壱
反
歩
六
斗
之
積

此
作
得
米
八
拾
四
石

壱
反
歩
五
十
貫
文
宛
与
見

此
代
銭
七
千
貫
又
卜
見
込

米
屋
拝
領
地

御
安
気
無
之
、
同
九
已
年
冬
な
目
ノ
津
新
田
開
発
御
見
立
相
成
、
翌
午
年
迄
御
勤
従
嶋
原
公
御
称
美
御
座
候
処
、
其
取
斗
方
聞
へ
忠

鋪
御
役
所
与
御
不
利
二
相
成
、
夫
切
御
勤
無
之
、
翌
未
年
よ
り
御
役
所
者
野
子
引
受
相
勤
候
位
二
廊
之
事
二
而
御
引
請
中
御
心
配
而

已
二
而
、
公
辺
圧
之
御
奉
公
も
無
之
、
且
阿
證
阿
：
取
候
而
も
廉
一
止
候
御
手
形
無
之
二
付
、
末
々
二
至
候
而
者
御
労
心
之
胆
不
相
分
、

子
孫
尊
敬
も
薄
く
相
成
候
而
者
恐
入
候
故
、
ロ
ノ
津
者
御
役
所
も
有
之
、
幸
右
新
田
御
手
形
相
残
り
届
不
中
ゆ
へ
、
右
場
所
手
二
入

度
辰
巳
屋
方
険
受
地
所
新
田
か
へ
き
二
も
可
相
成
見
込
ヲ
以
取
斗
置
候
処
、
こ
れ
も
追
ミ

lE
銭
払
入
之
心
得

h
之
趣
二
付
、
正
銭
払

入
相
成
候
ハ

A
、
夫
れ
以
右
新
田
追
ぷ
貝
梨
一
円
二
い
た
し
度
、
此
度
阿
ミ
郡
方
役
向
江
存
意
申
向
候
処
い
つ
れ
も
収
斗
方
可
有
之

と
の
義
二
付
、
追
ミ
お
わ
か
•
お
つ
え

i
L分
与
致
し
置
候
地
所
正
銭
二
相
成
候
ハ

A

、
辰
已
屋
・
米
屋
江
中
談
、
右
新
田
引
請

□
ノ

津
者
御
役
所
之
義
二
付
、
佃
卒
永
く
通
西
日
い
た
し
度
存
候
事

一

丁

銭

五

千

八

百

貫

文

辰

巳

屋

地

所

代

一

同

千

四

百

貫

文

有

家

同

断

一

同

千

一

三

日

貫

文

此

間

逍

し

候

分

／
八
千
冗
白
貫
文

此
処

右
新
田
反
別
拾
五
町
歩
与
見

内

一

町

歩

残
拾
四
町
歩
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但
、
普
請
者
御
卜
合
此
方
構
な
し

二
割
引
二
い
た
し
候
而
も

百

六

拾

八

俵

取

立

右
之
割
合
可
相
成
候
二
付
、
追
々
得
斗
勘
弁
取
斗
之
事

前
書
之
通
心
得
之
侭
十
呂
盤
な
し
火
急
積
り
寸
遺
し
候
二
付
、
野
子
着
之
上
一
林
之
進
退
向
者
可
申
聞
候
得
共
、
先
以
天
草
者
前
書

之
通
取
斗
候
而
も
支
無
之
、
勿
論
当
春
之
所
二
而
者
夫
ミ
銀
割
之
都
合
も
能
相
成
居
候
処
、
米
一
件
之
操
合
も
何
も
相
崩
し
多
分
之

操
合
違
も
出
来
損
失
も
大
違
相
成
、
当
春
之
銀
割
与
者
雲
泥
之
相
違
相
成
候
得
共
、
御
用
逹
御
免
二
さ
へ
相
成
自
己
之
進
退
勝
手
二

相
成
候
得
者
、
右
ヶ
条
之
通
天
草
ハ
／
＼
＼
限
之
取
締
／
候
而
も
も
は
や
狂
ひ
も
無
之
哉
二
相
覚
、
勿
論
野
子
も
明
後
年
ハ
心
障
有
之

（マと

候
ゆ
へ
、
是
悲
天
草
丈
ケ
者
当
年
合
明
年
迄
二
取
片
付
度
、
長
崎
ハ
も
は
や
心
配
者
無
之
、
尻
之
分
柳
河
江
引
請
置
候
二
付
柳
河
二

而
浮
沈
相
極
候
楕
り
故
、
天
草
丈
ケ
之
御
評
儀
可
被
成
候
、
以
上

九
月
廿
二
日
タ

註

(
1
)
松
田
唯
雄
『
大
草
近
代
年
譜
』
昭
和
ニ
ニ
、
『
藩
史
大
事
典
九
州
編
』
。

(
2
)
檜
垣
元
吉
「
近
世
大
草
の
人
口
問
題
と
そ
の
背
景
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
二
号

定
免
已
下
村
々
同
」
（
『
天
草
郡
史
料
』
第
一
）
。

(
3
)
『
天
草
近
代
年
譜
』
。

(
4
)
篠
藤
光
行
「
村
方
商
人
の
性
格
と
製
蝋
業
」
、
服
藤
弘
司
「
石
本
家
と
寛
政
八
年
の
「
百
姓
相
続
方
什
法
」
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀

要
三
•
四
合
併
号
』
所
収
）
。

(
5
)
石
本
家
文
書
一
―
―
七
五
。

(
6
)
吉
田
遺
也
「
石
本
家
略
史
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
三
•
四
合
併
号
』
所
収
）
。

仁
本
家
文
書
史
料
紹
介
「
天
草
取
片
付
之
心
得
喜
」
（
天
保
八
年

昭
和
＿
一
六
）
。

「
文
政
亥
合
午
迄
弐
拾
箇
年
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石
本
家
文
書
史
料
紹
介
「
天
草
取
片
付
之
心
得
書
」
（
天
保
八
年

（
「
書
通
控
」
石

「
天
草
近
代
年
譜
」
で
は
四
月
四
日
の
日
付
、
吉
田
氏
（
前
掲
論
文
）
は
二
月
一
一
四
日
の

(
7
)
文
政
二
年
十
二
月
歎
願
の
結
果
所
払
い
は
許
さ
れ
て
、
同
三
年
二
月
勝
之
丞
よ
り
「
御
請
證
文
」
が
出
さ
れ
て
い
る
。

本
家
文
書
―
一
五
四
．
―
-
五
五
）
。

(
8
)
「
家
産
一
切
勘
定
分
配
極
」
「
家
産
分
配
高
極
帳
」
（
石
本
家
文
書
二
四
ニ
ニ
・
ニ
四
二
四
・
ニ
四
二
八
）
等
。

(
9
)
明
治
五
年
「
覚
書
」
（
松
木
文
庫
三
六
九
）
。

(10)
「
近
世
長
崎
に
お
け
る
貿
易
業
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
三
・
四
合
併
号
』
所
収
）
。

(11)
天
保
五
年
「
日
記
」
（
石
本
家
文
書
五
二
七
八
）
。
「
覚
」
（
石
本
家
文
書
二
五
七
五
）
で
は
、
御
用
達
の
任
命
は
天
保
四
年
十
一
月
一
七

日
と
記
さ
れ
て
い
る
。

(12)
藤
本
隆
士
「
石
本
家
の
土
地
経
営
」
。

(
1
3
)文化
・
文
政
期
の
経
営
に
つ
い
て
は
秀
村
選
三
「
石
本
家
の
経
営
形
態
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
三
•
四
合
併
号
』

所
収
）
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

(14)
「
本
家
附
属
備
銀
銭
井
地
方
代
銭
調
子
帳
」
石
本
家
文
書
二
四
ニ
―
°

(15)
石
本
家
文
書
二
三
二
四
。

(16)
石
本
家
「
日
記
」
（
五
二
七
九
・
五
二
七
八
）
。

任
命
日
と
な
っ
て
い
る
。

(17)
「
五
和
町
史
史
料
編
」
（
其
の

1
)
。

(18)
石
本
家
文
書
一
三
七
五
。
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